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はじめに 

2015年バスケットボール界は新しい出発の時を迎えた。
bj リーグは今シーズが最後のシーズンとなり、来シーズンからは新リーグがスタート

する。bj リーグに所属す島根スサノオマジックも来シーズンからの新リーグ入りを決定し
ており、bjリーグとしては最後のシーズンを迎える。
新しいリーグがスタートするこの時期に、島根スサノオマジックの現在位置を確認し、今

後の可能性について考えてみたい。

1 日本のプロバスケットボールへの道 

1-1 バスケットボール日本リーグとプロ化 

バスケットボールの全国リーグとしては、1967年より実業団チームで構成されたバ
スケットボール日本リーグが存在していた。しかし 1990年代前半より親会社の経営不
振等により廃部となるチームが目立つようになり、トップリーグの衰退はバスケット

ボールの普及、日本代表の競技レベルの低下にもつながると危惧されてきた。

1990年代の前半といえばサッカーのプロリーグ化が話題をさらっている時期でもあ
り、バスケットボール日本リーグにおいても現状の打開策としてプロ化が検討され始

めた。すぐにチーム及びリーグ全体をプロ化することは困難であり、まずは選手個人の

プロ契約化からプロ化への道はスタートした。1997年外山英明選手、長谷川誠選手の
2選手がプロ契約選手となった。

1-2 bj リーグの誕生 

 選手のプロ契約化は実施されたが、その後もチームプロ化、リーグのプロ化はなかな

か進まず、チームとしては 2000年に新潟アルビレックスが誕生し、いくつかプロチー
ムが設立されたが、リーグのプロ化は停滞したままであった。

 そこで既存リーグの中で、プロリーグ化を強く求めていた新潟アルビレックスと埼

玉ブロンコスとがリーグから脱退し、2004年日本プロバスケットボールリーグ設立準
備室を設立、(2005 年株式会社日本プロバスケットボールリーグに改組)2005 年 11 月
から bjリーグがスタートした。
日本バスケットボール協会が主導していた既存リーグの方もプロ化の必要性を認め

独自にプロ化の検討を進めたが、参加チームの意見をまとめきれずプロチームと実業

団チームの混在するリーグとして続いてきた。その結果形態の異なるトップリーグが 2
つ存在することになった。
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2 新リーグについて 

2-1 企業チームとプロチーム 

bjリーグはプロチームだけのプロリーグであり、もう一方のNBLはプロチームと企
業チームの混成リーグであるが、新リーグはプロチームによるプロリーグであること

を原則としている。なぜ新リーグはそうなったのか、企業チームとプロチームの違い(経
営形態によるメリット、デメリット等)を比較することで見てみると以下のようになる。

◇企業チームの特徴

企業チームの目的は、企業グループ・社員の統合の象徴として、好成績を上げること

で社員の士気を高めることが期待されている。また、スポーツ活動を支援しているとい

うことでの企業のイメージアップ、販促効果等も期待されている。

選手待遇については、プロ契約選手もいるが基本は社員選手であり、引退後は社員と

して残ることも可能であり、プロと違い安定度は高い。基本として企業のために存在し

ているため、興行収入をあげることは主たる目的ではない。

◇プロチームの特徴

   プロチームの目的は、いかに集客しチケット売上を伸ばし、チームの価値を高めてス

ポンサーを集め、利潤を上げることである。そのためには、観客の喜ぶ試合、イベント

等を実施し、社会の注目を集める存在とならなければならない。その結果チームの強化

費も増加し、選手待遇も向上してくることになるが、それができないチームは存続でき

ないし、選手も収入を得ることができなくなる。

2-2 プロリーグとしの統一 

   結論として、新リーグはより観客、ブースターを向いたリーグという方針を選んだと

いうことではないだろうか。現在は企業チームの方がチームのとしての活動予算、選手

待遇もプロチームを上回っているが、企業チームはあくまでも企業のために存在し、ブ

ースターがどうのこうのというのは最優先事項ではない。

 新リーグは、バスケットボールを日本においてメジャーな存在にする手法として、よ

り一般の人に向いて活動していくプロリーグを選択したのではないかと考える。

3 スサノオマジック設立から今日まで 

 3-1 神話序章 

2007年に 2008－2009シーズンからの参入を目指して設立活動を開始したが、準備
期間も短く参入条件を十分に満たせず、参入見送りとなった。そこで参入活動は終わり

ではなく、雌伏期間を経て２度目の挑戦で 2010－2011シーズンからの参入を果たす。
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3-2 神話の始まり 

 日本代表のヘッドコーチも務めたこともある、ジェリコパブリセビッチ氏をヘッド

コーチに迎え、日本代表ガードの石崎選手を獲得し１年目からプレーオフに進出３年

目にはウェスタンカンファレンス３位となり、有明でのファイナルステージ進出も期

待されたが、プレーオフ２回戦で敗れファイナル進出はならなかったものの、最高の成

績を収めたシーズンとなった。

４年目はヘッドコーチが替わり新規一転の出発となったが、結果はカンファレンス

最下位、５年目はカンファレス６位にまで復帰したが、上位との力の差を見せつけられ

たシーズンとなった。来季 bj 最後のシーズンはファイナル進出で有終の美を飾ってほ
しいものである。

4 スサノオマジックの未来 

4-1 新リーグでの１部参入を目指して 

2016－2017シーズンより新リーグがスタートする。新リーグは１1 部、2部、地域
リーグからなる階層リーグであり、島根スサノオマジックも 1 部リーグでの参入を目
指して、参入条件のクリアを目指している。

条件の概要は、5000人収容のホームアリーナ、そこで主催試合の 80%実施。年間売
上 2 億 5 千万円以上等の条件をクリアし、1 部参入が妥当と判断されれば 1 部参入と
なる。

階層リーグの場合一般的には最上位のリーグの注目度は高く、メディア等での露出

も増え、スポンサー募集もより容易になり、観客動員にも好影響を与えると考えられる。

但し、1部リーグに参加するチームはレベルが高く、その中で好成績をおさめるために
はそれ相当のヘッドコーチ、選手の獲得が必要となり経費もかかるようになるため、島

根スサノオマジックの運営会社である山陰スポーツネットワークの経営手腕が問われ

ることになる。

4-2 さらなる地域密着 

 大企業も少なく、人口も少ない島根でプロスポーツをスタートした島根スサノオマ

ジックは、小口でも地域からの熱い応援を集め、民間と行政が一体となって bj リーグ
参入を勝ち取った。新リーグ参入に向け再び原点に返って地域との関係をより強いも

のにしていくことが必要である。
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